
近
江

肯

地

誌

解

題

(
二
)

淡
海
地
志
と
淡
海
線
と
の
関
係

先
づ
著
作
年
代
か
ら
云
ふ
と
末
和
本
の
淡
海
志
に
は

前
遇
の
如
-
元
撒
元
年
孟
春
目
の
序
が
あ
･･{

高
木
本

●
●

の
淡
海
錐
に
は
元
純
元
年
の
淡
海
地

志

序
が
つ
い
て
ゐ

る
t
FJ
の
両
序
は
同
じ
も
の
か
否
か
は
明
か
で
は
な
い

が
元
撒
元
年
改
元
は
月
琴
五
年
九
月
升
目
で
あ
る
か
ら

元
嘩

光
年
に
は
春
は
無
か
つ
ね
排
け
で
あ
る
｡
fJ
の
鮎

か
ら
見

て著
者
の
説
-1
か
寓
本
の
親
ら
か
何
れ
か
で
あ

っ
て
事

賓
は
元
碓
二
年
孟
春
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
彦
根

本
淡
福
地
志
に
は
元
稚
二
年
孟
春
月
の
序
が
あ
ら
ー
京

都
本
淡
海
旭
志
に
も
冷
然
同

山
の
序
が
あ
る
｡
然
る
に●

凌
根
本
に
は
怨
求
に
元
碓
二
年
中
穐
(
中
秋
)
の
淡
海
疎

放
が
あ
る
0
次
い
で
高
水
本
棟
海
蝕
に
は
元
稚
三
年
の

淡
渥
銀
白
勉
が
あ
る
｡
斯
る
材
料
に
依
っ
て
之
を
考
察

紀
江
古
地
誌
仰
粒

櫓

閏

忠

雄

●

す
れ
ば
元
稚
二
年
春
､
本
番
を
編
纂
計
塞
昔
時
淡
海
地

●志
と
柄
し
て
(
叉
は
淡
海
志
)
ゐ
た
が
そ
の
完
成
せ
る
元

●

稚
二
年
秋
頃
よ
少
淡
海
銀

と
も
題
す
る
よ
う
は
成
-
､

鑑
に
を
の
内
容
を
整
頓
し
て
元
純
三
年
に
は
正
式
に
淡

●

海
錬

在
る
題
名
に
塵
取
L
t
史
に
改
訂
し
て
元
稚
七
年

頃
に
は
完
蚤
な
る
定
本
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る0史
に
本
の
内
容
よ
-
み
る
ほ
彦
根
本
淡
梅
地
志
は
江

州
土
産
と
よ
-
類
似
し
､
京
都
本
淡
甑
地
志
'
淡
海
志
は

高
木
本
淡
海
錐
と
類
似
し
て
ゐ
る
｡
彦
根
本
と
高
木
本

と
を
比
較
し
て
み
る
と
彦
版
本
は
未
だ
原
稿
の
域
む
駿

せ
ず
新
熱
と
し
て
敢
初
溌
源
濫
鯵
よ
-1
名
所
を
述
べ
､

攻
で
現
在
の
郡
高
､
御
領
､
土
産
､
湖
如
､
溢
陸
和
解

を
述
べ
､.
市
び
歴
史
を
説
き
又
自
然
に
及
び
､
路
-
紘

蒜

h

j

七
三



地

球

節
二
十
三
番

章
動
本
記
.
年
中
有
難
七
難
錐
を

記
し
て
ゐ
る
｡
之
は

反
し
高
木
本
は
整
然
と
自
然
の
説

明
よ
ら
始
ま
少
額
跡

御
城
等
の
属
地
を
1説
明
し
次
で
現
在
の
村
高
'
湖
触
､

行
程
､
土
産
等
現
状
む
述
べ
次
で
寺
配
本
記
､
年
中
行

事
p
郵
錐
は
終
っ
て
ゐ
る
｡
乙
の
内
容
よ
-
み
て
も
淡

海
地
志
が
淡
海
錐
に
発
行
す
る
も
の
な
る
を
知
る
｡
従

で
遼
根
本
に
似
た
る
近
州
土
産
は
党
に
彦
張
本
に
先
行

す
る
79
の
と
推
定
n
れ
る
｡
高
木
本
に
似
た
る
末
都
本

は
恐
ら
-
古
き
序
の
み
を
春
せ
る
遼
鵜
本
の
改
訂
原
稿

で
苗
木
本
に
先
行
す
る
も
の
怒
ら
ん
と
考

へ
ら
れ
る
｡

巻
数
よ
-
考
察
す
る
ほ
淡
海
錐
十
二
怨
が
定
本
な
ら

凡
と
想
は
る
!
も
前
蓮
の
如
-
二
十
五
怨
の
異
本
の
あ

る
は
如
何
な
る
押
由
か
明
か
で
な

い
.

近
江
輿
地
志
略

仝
甘
.1谷

袈
川
辰
描
嗣

事
件
十
九
坤
机

本
番
は
膳
所
藩
の
官
選
に
な
る
も
の
で
皆
時
諮
問
は

於
で
膨
大
な
る
官
選
闘
志
編
纂
事
業
に
促
ruれ
た
も
の

で
あ
っ
て
皆
地
方
の
地
誌
と
し
て
最
も
槽
威
あ
る
も
の

で
あ
る
｡

膳
所
藩
主
本
多
下
線
守
康
命
､
囲
志
編
纂
の
志
あ
-

節
二
助

蒜
T,

七

四

等
保
八
年
に
そ
の
儒
距
波
川
辰
酒
に
初
め
編
纂
を
命
じ

ね
が
辰
情
解
し
て
向
坂
長
英
に
之
を
譲
っ
た
｡
然
る
は

長
英
及
び
藩
主
廉
命
同
年
に
超
し
た
の
で
辰
情
覇
に
輩

を
起
し
て
編
纂
を
進
め
て
ゐ
た
が
享
保
十
八
年
六
月
滞
9

主
､主
膳
正
廉
敏
の
命
に
倦
み
原
著
の
.漢
文
む
薄
さ
改
め

て
暇
名
文
と
な
し
午
年
を
経
て
享
保
十
九
年
三
月
完
成

し
た
も
の
で
賓
は
前
後
十
数
年
を
費
し
わ
大
著
遇
で
あ

る
｡
然
る
に
六
十
五
年
後
の
寛
政
十
年
に
始
め
て
世
間

は
磯
衷
ruれ
藩
主
よ
わ
幕
府
に
戯
じ
ね
の
で
あ
る
｡
そ

の
後
富
木
と
し
て
世
間
に
流
布
し
た
が
誤
第
多
-

盟

近
江
輿
地
志
略
(
小
島
拾
市
栃
大
正
四
年
)
は
乙
の
鮎
の

苦
心
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
0
同

番
に
依
れ
ば
拓
本
中
の
善
本
と
勧
め
ら
る
!
も
の
は
馬

杉
本

(掲
杉
症
華
氏
減
沓
膳
所
滞
雄
本
｢
暗
躍
尊
堂
L
の

藤
印
あ
-
)､甲
賀
栖
本

(
甲
賀
郡
役
所
減
曹
侶
集
代
官

多
罪
尾
寂
滅
本
)､
大
講
異
本
､
朽
木
文
庫
本
等
が
あ
る

由
で
あ
る
｡
活
版
本
と
L
tJ
は
前
述
の
小
島
扮
市
民
編

の
本
の
他
に
同
年
は
磯
行
ruれ
ね
日
本
歴
史
地
相
撃
骨

の
大
日
本
地
誌
大
系
中
に
あ
-
､
文
政
鑑
の
碓
山
閣
磯



行
め
大
:
本
地
誌
大
系
中
に
も
収
め
ら
れ
て
ぬ
る
｡

本
強

は
初
巻
､序
､
凡
例
､
組
日
銀
｡
巷

一
､
引
用
巻
.

日
次
｡
港
二
､
建
澄
沿
革
｡
忠
三
'
滞
封
｡
怨
四
'
道

路
｡
怨
五
､
湖
水
｡
食
六
-
三
九
､
志
賀
郡
｡
以
下
､
怨

九
四
､
高
島
郡
は
至
る
各
郡
別
の
叙
述
を
な
し
怨
九
五
､

九
六
人
物
｡
怨
九
七
1
可
に
至
る
四
怨
に
郡
別
に
土
産

を
記
し
て
あ
る
.
本
音
は
膳
所
藩
の
官
選
在
る
故
そ
の

附
近
の
志
賀
､
栗
太
両
郡
詳
し
-
賓
は
可
怨

の
草
敗

を

壁
し
て
ゐ
る
｡
即
ち
志
製
郡
は
三
四
怨
は
互
-
他
郡

は

大
多
数
二
も
三
食
は
過
ぎ
ず
､
や
･J
群
L
J
TJ
は
離
任
､

坂
糾
郡
等
の
み
で
あ
る
｡
特
に
彦
根
洋

の
記

述
は
多
-

の
不
足
を
戚
ぜ
し
む
る
｡
乙
の
蔑
め
後
蓮
の
淡
渥
閥
水

間
雌
の
編
纂
と
な
る
次
節
で
あ
る
｡

淡
海
温
故
線

条
川
谷

鰭
木
八
肘

本
番
は
郡
別
に
小
地
名
を
融
し
そ
の
地
に
あ
る
融
等

の
峯
縁
起
や
+;
調
を
記
し
特
は
そ
の
r土
地
用
身
の
元
鵜

天
正
時
代
の
武
士
の
記
述
多
-
地
誌
と
云
ふ
よ
-
も
地

方
別
に
氏
族
系
譜

の
紋
別
を
し
た
も
の
J
臓
が
あ
る
｡

忠

一
の
敢
初
よ
-
;=:{
本
棚
の
記
述
は
始
-
､
巡
次
に
十

近
江
小
池
認
即
題

二
郡
を
経
て
食
倒
は
協
梨
郡
の
記
述
を
以
っ
て
終

っ
て

ゐ
る
｡
序
79
枚
も
無
け
れ
ば
編
者
も
年
代
も
不
明
で
あ

る
が
敢
近

一
見
せ
る
江
左
三
郎
錬
在
る
明
和
二
年
の
序

の
あ
る
本
に
は
盛
ん
に
温
故
錬
h
=J引
用
し
て
ゐ
る
の
で

あ
っ
て
少
な
-
と
も
明
和
以
前

の
銅
な
る
乙
と
を
知
-

得
た

｡そ
れ
を
更
に
淡
海
地
志
､
近
江
輿
地
志
略
の
引

用
番
目
に
無

さ
故
に
享
保
以
後
と
す
れ
ば
乾
に
本
番

の

編
纂
年
代
が

推
定
さ
れ
る
か
も
知
れ
な

5,0
内
容
よ
み

考
各
す
れ
ば
前
述
の
如
-
徳
川
幕
府
成
立
以
前
の
武
士

の
記
蓮
多
け
れ
ど
も
之
は
そ
の
潜
時
の
も
の
と
云
ふ
よ

-
も
､
寧

ろ
故
意
に
徳
川
幕
政
下
の
記
革
む
藩
か
在
か

っ
た
も
の
と
憩
は
る
｡
唯
栗
太
郡
を
栗
本
郡
と
記
せ
る

は
如
何
な
る
排
由
に
依
る
か
倭
名
抄
以
来
の
乙
と
ほ
で

不
審
で
あ
る
｡

江
左
三
部
線

空

論

幻
本

彦
根
を
中
心
と
し
わ
る
犬
上
､
愛
知
'
坂
m
三
郡
の
地

誌
で
あ
っ
て
彦
根
の
人
飴
江
:-
班
'
膏
潮
田
包
数
'
二

人
の
調
で
あ
る
｡
忠

一
に
明
和
乙
酉
の
序
が
あ
る
の
で

明
和
二
年

の
編
在
る
む
知

る
｡
郡
別
に
郡
中
高
､村
数
､

7
芸

七

光



地

球

第
二
十
三
谷

郷
名
等
を
記
し
次
い
で
各
村
の
説
明
は
及
ん
で
ゐ
る
｡

本
番
に
は
前
述
の
如
-
淡
海
温
故
銀
の
引
用
多
-
FJ
の

間
に
何
等
か
の
鞘
係
あ
る
を
憩
は
し
め
る
.
要
す
る
に

彦
状
附
近
の
地
誌
と
し
て
は
相
皆
に
韮
婁
硯
す
べ
き
で

あ
る
｡

コ

ヤ

小
ヲ

エ

淡
海

国

衆

閉

環

(

近
江
赤
間
牒
)

仝
十
二
容
紹
本

潮
来
及
び
湖
北
の
地
誌
で
あ
っ
て
彦
根
藩
下
の
地
方

な
る
犬
上
'
愛
知
'
醐
臓
.
坂
田
､
浅
井
､
伊
香
の
大

都
の
精
細
な
る
記
越
が
あ
る
｡
そ
の
記
述
方
法
は
郡
別

は
を
の
郡
の
山
川
を
説
明
し
次
で
各
村
の
名
産
､紳
配
､

寺
院
等
が
記
述
ru
れ
で
ゐ
る
.
本
番
は
題
名
の
示
す
如

-
膳
所
津
の
近
).d
輿
地
志
略
が
彦
状
諦
下
の
地
方
の
記

述
の
不
充
分
な
る
を
補
足
す
る
意
妹
で
木
間
接
と
栴
し

た
の
で
あ
っ
て
､
彦
状
滞
郡
奉
行
感
野
義
陳
の
編
に
成

る
も
の
で
あ
る
が
､
彦
状
藩
の
官
選
と
も
謂
ふ
べ
き
本

で
あ
る
｡
彦
状
固
藩
舘
ほ
て
倍
増
し
た
る
本
に
は
各
巻

に
遼
藩
士
沫
義
陸
稲
蹄
､
同
藩
士
柄
侶
精
校
訂
と
怨
初

に
記
し
て
あ
っ
允
が
そ
の
編
爵
年
代
は
不
明
で
あ
っ
て

小
島
拾
市
氏
に
佐
1々
ば

｢
天
明
頃
の
編
な
ら
A
L
と
云

節

二
股

蒜

八

七
六

ふ
｡

近
江
名
節
腐
骨

会
田
怨

船
木

名
所
本
系
統
の
代
表
的
在
版
本
で
あ
る
｡
そ
の
内
容

は
忠

一
江
南
之
部
ほ
は
逢
坂
川
よ
ら
土
山
は
至
る
兼
時

速
沿
線
の
名
所
を
記
し
､
巷
二
相
江
之
部

一
に
は
三
井

寺
と
湖
水
を
'
愈
三
間
江
之
部
二
に
は
口
音
山
王
'
比

良
山
ー
大
溝
等
を
'
怨
四
江
東
之
部
に
は
軍
津
よ
-
彦

根
､
柏
原
と
兼
山
道
は
沿
え
る
名
所
及
び
竹
生
島
､
余

湖
､
伊
吹
山
等
の
説
明
が
あ
る
｡
乙
の
著
者
は
名
所
間

食
の
代
表
作
家
秋
旗
梅
島
'
秦
石
田
で
番
は
都
観
月
ー

西
村
中
和
で
あ
る
｡
本
尊
は
同

〓
希
者
の
東
海
道
名
所

岡
倉
(
寛
政
九
年
)､
伊
勢
参
宮
名
所
間
食
(寛
政
九
年
)

木
骨
賂
名
所
間
食
(
文
化
二
年
)
よ
-
後
の
文
化
十

1
年

に
版
本
と
在
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
従
っ
て
近
江
の

如
-
各
種
道
の
通
過
す
る
問
で
は
そ
れ
等
の
名
所
間
食

を
基
め
て
近
江
名
所
間
食
が
拍
凍
る
の
で
あ
る
｡
本
番

の
怨

一
江
西
之
部
は
｢
東
海
道
｣
｢
及
び
伊
勢
馨
宮
名
所

間
食
｣

の
怨

1
港
二
を
､
巷
二
巻
三
の
酉
江
之
部
は
伊

勢
感
官

名
所
間
食
の
附
錐
を
､
忠
相
江
東
之
･鞘
は
木
骨

聾

リINl妄ーノー



賂
名
所
間
食
の
近
江
の
瑚
分
を
基

め
LJ
も
の
で
あ
る
｡

相
本
尊
の
怨

一
の
巻
頭
に
は
琵
琶
湖
勝
相
姦
腰
間
骨
と

記
し
て
あ
る
｡
怨
凹
の
怨
兼
に
は
河
内
屋
太
助
出
版
日

銀
が
あ
-
'
近
江
名
所
間
食
後
篇
各
部
五
仰
と
あ
る
が

こ
れ
は
像
骨
に
終
っ
た
ら
し
い
｡

淡
海
要
録

発
光
怨

端
本
二
伸

大
津
の
人
堀
池
鈍
鮪
の
編
纂
し
な
る
も
の
で
あ
っ

て

弘
化
二
年
の
序
が
め
る
｡

同序
に
依
-
淡
梅
妹
の
誤

を

訂
正
せ
ん
と
せ
し
も
の
な
る
を
知
る
｡
そ
の
日
次
を
見

る
に
淡
海
錐
と
殆
人
ど
同

一
で
あ
る
｡
即
ち
忠

一
､
濫

鯵
､
曹
都
'
市
境

'
古
戦
場
､
名
山
水
｡
怨
二
'
配
等
､

大
津
町
､
江
湖
水
陸
行
耕
｡
怨
三
､
叡
嶺
記
.
園
城
記
､

石
山
記
､
竹
蕉
島
記
｡
怨
四
'
怨
五
七
村
名
'
石
高
帳
.

十
二
郡
給
研
並
村
高
帳
で
あ
っ
て
湖
南
の
記
避
詳
細
な

る
を
知
-
和
る
｡

近
江
地
誌
略

上
下
二
番

版
本

栗
太
郡
志
津
村
の
人

北
川
舜
治
(
静
旦
)
の
華
で
あ
っ

て
､
上
下
二
怨
よ
-
皮

-
明
治
十
年
六
月
の
版
本
で
あ

る
｡
上
巻
は
全
閉
紙
論

及
び
滋
賀
､
栗
太
､
甲
賀
､
野

氾
江
tI√
地
滋
酬
旭

州
､
甜
錐
､
醐
崎
郡
誌
を
配
し
､
下
巻
は
愛
知
､犬
上
ー

坂
附
､
浅
井
､
伊
香
､
高
島
郡
誌
を
記
し
て
あ
る
｡
藍

に
を
の
記
述
方
法
よ
か
内
容
を
見
る
ほ
金
閣
紙
諭
に
は

金
閣
形
勢
､
湖
水
兼
状
'
幅
員
､
各
郡
位
間
ー
郡
民
月

日
､
余
間
田
圃
'
帥
就
紙
数
.
寺
院
組
数
､
撃
匡
組
数
'

畢
鏡
､
道
路
騨
程
､
管
楯
沿
革
が
あ
-
､
各
郡
誌
は
仝

郡
形
勢
'
-;
岳
､
河
川
'
原
野
'
温
和
t
H
圃
反
別
､

匿
劃
月
口
､
醐
配
'
寺
院
､
撃
杖
､
物
産
'
村
落
捕
縛

陵
墓
'
古
城
､
古
跡
､
古
戦
場
よ
わ
成
っ
て
ゐ
る
｡
本

番
の
標
題
に
は
滋
賀
聯
管
内
地
珊
背
と
冠
せ
ら
れ
序
は

依
れ
ば
初
等
郷
土
数
育
む
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が

明
治
初
年
の
滋
賀
膳
の
状
態
を
知
る
ほ
充
分
参
考
は
在

る
も

の

で

あ
る
｡
を
の
日
次
は
前
述
の
如
-
佃
前
代

の
地
誌
的
傾
向
を
多
分
に
春
し
て
ゐ
る
が

一
方
に
は
撃

稜
､
撃
匿
､
畢
鏡
な
ど
新
時
代
を
戚
ぜ
し
ひ
る
も
の
が

あ
る
｡

砂

近
江
名
跡
案
内
記

粂
十
二
怨

析
阪
本
読

本
音
は
前
述
の
近
江
地
誌
略
の
著
者
北
川
舜
治
の
著

で
あ
っ
て
明
治
二
十
三
年
の
出
版
で
あ
る
｡
前
者
が
数

還

れ

七
七



地

抹

鮮
二
十
三
谷

育
的
と
は
云
へ
本
格
的
な
地
誌
略
と
桁
し
た
る
は
封
し

本
尊
は
名
跡
案
内
記
と
適
し
た
る
だ
け
に
そ
の
記
述
方

法
も
異
ほ
し
､
内
容
も
醐
配
沸
観
名
勝
蘭
跡
の
記
述
が

多
い
｡
そ
の
序
は

｢耳
道
ヲ
以
ツ
タ
大
段
落
ヲ
立
テ
'

郡
ヲ
中
節
日
ト
ナ
シ
､
荘
若
ク

ハ
郷
ヲ
小
節
日
ー
ス
｣

と
あ
る
が
如
-
案
内
記
に
相
臆
し
-
街
道
を
以
っ
て
大

別
し
て
ゐ
る
瓢
､
異
色
が
あ
ヵ
名
所
本
の
名
残
カ
を
止

め
て
ゐ
る
｡
即
ち
忠

一
F
怨

二
､
怨
三
は
東
海
鑑
.
港

四
､
忠
正
は
酉
近
江
路
｡

怨
六
怨
七
は
中
仙
道
｡
食
入

は
御
代
容
術
道
｡
怨
九
は
朝

鮮
人
術
遭
｡
巷
十
､

怨
十

一
は
北
開
街
道
｡
巷
十
二
は
北
固
脇
社
遠
と
在
っ
て
ゐ

る
0佃

p
本
番
を
以
っ
て
近
江
の
(;
地
誌
時
代
の
鮭
-
と

し
次

い
で
大
正
昭
和
の
郡
誌
銅
纂
時
代
と
在
る
の
で
あ

る0
地
誌
的
詩
歌
俸
説
集

以
上
を
以
っ

て大
腰
主
要
を
近
江
の
地
誌
の
離
題
を

終
り
た
が
､
そ

の他
に
許
歌
悼
敏
等
を
交

へ
た
地
誌
的

解

二
雛

f
i't
O

七

八

を
本
が
あ
る
か
ら
脇
介
し

て龍
-
｡

江
州
湖
水

銘
木
･L冊

智
者
年
代
不
評

湖
水
之
賦
及
び
各
名
所
の
磯
句
を
載
せ
､
後
輩
に
は

｢
唐
崎
の

山
絵
の
事
｣
と
云
ふ
が
如
き
湖
岸
名
所
の
橡

散
を
記
し
江
州
村
数
､
大
津
観
音
巡
-
の
如
き
地
誌
的

な
も
の
も
あ
る
Q
前
述
の
江
州
土
産
に
靭
係

が
あ
る
か

も
知
れ
な

い
｡

托
琶
湖
志

二
十
令

銘
木

堅
田
本
村

嘉
豊
の
細
で
あ
っ
て
弘
化
二
年

九
月
成

る
｡

記事
は
郡
別
に
和
し
て
あ
る
が
簡
単
で
唯
'
名
所

薦
跡
の
詩
歌
は
全
部
網
羅
し
近
江
名
所
詩
歌
集
と
も
云

ふ
べ

き
で
あ
る
｡

鳩
八
景
詩
歌

霜

著
者
刊
年
不
詳
在
る
が
近
江
八
敦
は
過
せ
る
詩
歌
を

各

一
積
を
錬
す
.

近
江
湖
水
賦

森
川
許
六
の
著
ほ
て
風
俗
文
選
中
は
衣
-
0

近
州

芸
界
録

三
懲

版
不

審
者
は
不
評
な
る
も
刊
年
は
安
永
四
年
で
あ
る
0
俳



数
的

係

の
件

数

を

蔵

せ
光

る

物

語
本

で

抑
綿

を

は

rJ

む
｡

上
怨

は
輔
靭

寄

蔵

乃
事

以

下
給

の
許
､
中
食

は

八

つ
､
下
巻

五

つ
の
話

よ
-
成

っ
て

ゐ
る
｡

そ

の
他

に
佐

々
木
家

の
日
記

と
嗣

す

る
江
凍
武
鑑

､

浅
井

家

の
事

を
記

し
た

る
洩
非

三
代

記

､
降

っ
て
天
保

車

間

の
甲
賀

百
姓

一
按

を
記

し
た

る
首

足
革

雑
記

､

天

保
義
民

錬
(
明
治

二
十
六
年

活
版

本
)
等

の
物

語

本
'

叉

は
近

江
開
城

蹟

記
(
.i
柵
)
江
州
武
家

古

城
記

(
一
冊
)
等

の
特

殊
な

る
も

の
'

近

江
図
式

乱
考

(
山
冊
暴

川
辰

晴

)

等

が
あ

る
.

rJ
の
小
篇

ほ

て

は
特

に

地
方
的

を

地
誌

に

は
梱

れ
孜

か

つ
允
が
番

眉

だけ
拳

げ

る
と
栗

太

志

(
EE

申
適

齢

)
､
栗

太

郡
誰
(
山

本
栗
療

)
'
湖
西

記
(
安

永
年

間

加
賀
滞

士
基

)
､
彦

根
並

近
郷

社
古

間
寄

(
著

者
年

代

不

詳

'

高
尚

同
番
館

)
が

あ

る
｡

終
り

に

乙

の
小
篇

作
製

に
多

大

の
御

援

助

を
賜

は

っ

た

､
護

瓶
閲
巻

舘

.
長
潰

下
郷

文
庫

'
彦

根

高
商

固
審

舘

は
操
-

戚
謝

す

る
次
姉

で
あ

る
｡
(
昭
利
九
咋
感
宜
)

■■I)I
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新

著

和せ

新

著

紹

介

○
大
塚

地
理
嬰

曾
論

文
集

第
四
輯

二
光
四
封

些
淋
i=今

朝
耽
改
行

丸
和
十
二
月

定
侶
二
脚
三
〇
伐

総
刊
き
れ
て
行
っ
て
人
文
地
捌
研
究
の
趨
勢
を
示
し
且
つ
研
究
者
へ

の
指
針
と
な
っ
て
ゐ
る
本
論
文
弘
節
四
叫
は
内
m
兜

t
｡
凹
中
称
僻
｡花

井
認
次
｡
稲
井
英
一
郎
の
紺
地
蝕
が
陣
預
に
洗
っ
て
､
多
-
の
文
理
科

大
串
蝕
を
率
ひ
､
殊
に
本
論
文
弘
の
後
牛
が
興
銀
の
耶
塊
に
成
る
静
岡

峠
下
の
人
文
地
測ー
の
論
文
七
節
を
掲
げ
て
あ
る
こ
と
が
著
し
い
.
各
論

攻
の
紫
解
と
越
EE
と
を
例
に
よ
っ
て
次
に
騨
げ
る
｡
(S
)

北
非
釆
次

升
掃
出
地
米
南
山
髄
地
域
の
地
形
に
就

て

(

節

Ji
報
)

稲
井
鵜
一
郎

新
拘
螺
下
に
於
け
る
稗
雷
の
地
域
的
研
究
(枇
報
)

利
E
敏
雄

米
伴
村
内
に
於
け
る
局
数
内
の
土
地
利
用
の
挺
進

内
川
光

.L

拭
赦
野
の
計
継
的
開
拓
の
一
例
(
上
)

槻
非
柴
紀

大
和
川
戟
河
似
地
域
の
村
落
牡
非

E
中
伴
僻

近
江
盆
地
に
於
け
る
轍
迫
閑
曲
前
の
艶
及
び
魚
の
移
入

路
に

就
い
て

川
中
樽
榊

櫛
㈹
地
力
に
関
す
る
分
析
研
究
(
小
拝
)

欠
格
仁
古

称
的
吋
を
中
心
と
す
る
茶
業
の
地
枇
数
的
軒
先
(批
耽
)

尾
原
信
珪

脚
糊
巾
の
小
工
業
地
域

鴇
希
串
雅

締
水
市
の
歴
史
地
理
餅
的
研
究
(
節

1
戟
)

伊
磁
軸
平

静
岡
嚇
久
離
山
繭
故
に
放
け
る
早
期
布
栽
蛸
の
立
地
に

的
す
る
軒
先

上
壁
隅
男

坂
倍
川
及
大
井
川
上
流
地
域
の
人
文
地
割
餅
的
考
妹

(

縦
軸
)

二
.C1

七
九


